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アルファ・ラバル Packinoxの分解ガソリン水素化精製装置用、
標準フィード／エフラント熱交換器は、この用途においてコ
ストと環境の両面で優れたソリューションであることが証明
されています。
下の例には、芳香族ガソリン水素化ユニット（図 1）にアルファ・
ラバル Packinox標準フィード／エフラント熱交換器（図 2）
1基を設置して（1995年）、フィードと H2の予熱に使われて
いた多管式熱交換器 3基を置き換えた様子が示されています。

図 1

図 2

分解ガソリン水素化精製装置用アルファ・ラバル 
Packinox超大型プレート式熱交換器



リアクター排液からの熱回収性能が向上したことにより、リ
アクターにおける発熱反応熱のみによる運転が可能となりま
した。この改修によって関連装置の燃料消費量に関する運転
コストが大幅に低下し、環境負荷も改善されました。
通常運転中には、アルファ・ラバル Packinoxによって既存の
H2加熱炉がバイパスされます。これによって、*8.3MWの燃
料が節減されるのに加えて、プラントからのエミッション排
出量も減少することになります。さらには、新しい制御方式
によって H2の流量が減るため、再循環ガス圧縮機の電力需要
が *100kWほど少なくなります。
その反面、新しい構成では蒸気ボイラーの燃料が *0.9MW増
加し、スタビライザーのリボイラーの加熱にも *1.7MWの蒸
気が必要となります。この新たな加熱負荷は、S&Tの交換に
よりもたらされる 8.3MWの熱回収によってかなりの部分が埋
め合わせされます。
全体として正味のエネルギー節約量は約6MWであり、プラ
ントの年間燃料コストが *40万米ドル削減されることになり
ます。

* データはユーザー様ご提供
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